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【要旨】

　ここでは養護学校高等部を卒業した 1 人の若者（30 代前半、女性）の「障碍と生」
の物語を、当事者の生い立ちや境遇についての語りを元に記述し、その生きられた経験
の意味を解釈した。人生の物語は、①孤立しがちであった子ども期、②「障害児教育」コー
スに移行した時期、③高等部卒業後生育の地を離れ、生き直そうと決意した時期、④新
しい人間関係のなかに家族的な親密圏を確保していった時期、⑤障碍者介護の仕事に就
き「自己」のイメージをつくり直していった時期などの柱に沿って記述した。
　その結果、子どもの頃の生存基盤を断ち生き直すときの不安に対処するために、形式
的枠組みであっても家族的人間関係の構築が不可欠であったこと、様々な対人関係を経
験し、これと相互的に「自己」のイメージ（対象的自己意識）を構成してきたことなど
が浮かび上がった。また、自分の「障害」を意識しない日常を生きる半面、障碍ととも
に生きた子どもの頃の経験に向けられる他者のまなざしには過敏に反応する自己感をと
どめていた。
　これらの「障碍と生」の経験は、当事者の主観世界に注目した子ども理解のあり方を
開示する一方、特定の 1 ケースではあるが、「自己」の発達に関わる典型例として、教
育実践を省察するときの参照枠の意味をもつと考える。
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